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はじめに

2018（平成30）年4月1日より日本の保育ガイドラインである幼稚園教育要領，

保育所保育指針，幼保連携型認定こども園教育・保育要領が同時に施行されまし

た。この施行は，わが国の教育にとって２つの意味で大きな転換点といえます。

ひとつは，保育施設の種類を問わず，すべての保育施設で共通して質の高い幼

児教育を保障しようとするものであることです。そして，もうひとつは幼児期か

ら始まる学校教育を通して育成を目指す資質・能力を「知識及び技能」，「思考力，

判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」に再整理し，それらをバラン

スよく育もうとするものです。そして，「主体的，対話的で，深い学び」への改革

が志向されています。

保育や幼児教育についてみると，今回の３つのガイドラインの同時施行はこれ

までの改訂（改定）と大きく異なる背景として，社会の急激な変化が要因になっ

ていると思われます。そして，これから先の見えない世界を生きていくために，

人間がもともと持っている他者とつながる力が不可欠であるということを再認識

することに至ったのではないでしょうか。言葉はそのために特に重要な役割を果

たすものであるといえます。

人は，言葉を通してそれぞれの生きる社会を理解し，言葉を通して考え，想像

し，言葉を通して他者とつながることができます。それはまた，時間と空間を超

えて対話することを可能にし，つながることができるすばらしいものです。乳幼

児期は言葉の力の土台を育てる大切な時期です。

本書では，多くの部分で言葉の発達を人や社会とのかかわりと結びつけて論じ

られています。両者は不可分だからです。事実，諸外国の幼児教育改革の中でも

「人と人とのかかわりを通して学び，より有能な他者の支えを得ながら発達する」

という社会的構成主義が大きな影響を与えています。これらの考え方は，子ども

を有能な存在と捉え，一人ひとりの子どもの個性や関心を尊重するものであり，

人とのかかわりを通して人の成長（言葉や発達）がどのように進むのかを具体的

に示してくれるものだからです。

本書を通して，子どもの言葉の発達について学び，それを支える具体的な保育

内容や方法を，驚きと楽しみを感じながら学んでほしいと思います。本書が，子

どもの豊かな言葉の世界を広げる保育者としての育ちに役に立つことができたら

幸いです。

編著者代表　太田光洋
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言葉の育ちと領域「言葉」

1） 領域「言葉」を学ぶ目的

領域「言葉」は保育内容指導法の科目のひとつである。この科目について学ぶ

目的は，保育者自身の言葉の能力を育てることではない。子どもたちの言葉にか

かわる力を育てるために，保育者として知っておきたいことや必要な技能につい

て学ぶことが目的である。

したがって，言葉やその機能をどのように捉え，言葉の育ちがどのようなこと

を基盤に，どう育っていくのかを理解する必要がある。こうした理解をもとに，

保育のあり方，すなわち，どのような環境や教材，かかわりや援助のあり方が求

められるのかについて学び，実践者として必要な知識や技能を身につけることが

求められる。知識だけでは，子どもの力を育てる具体的実践はできないし，技能

だけでは「ただ，その時だけ楽しい経験」を提供できるに過ぎない。知識と技能，

理論と実践を結びつけて学ぶことが求められることをまず意識しておきたい。

２）領域と保育内容

「領域」は，子どもの発達を捉える窓口であると捉えておくと良い。また，保育

内容は，5つの領域に分けられているが，これらはそれぞれの子どもの発達を捉

える観点から，幼児期に育てたい資質や能力をふまえ，幼児教育＊１において子ど

もが経験する事項を特質に応じて分類したものである。

ここで注意しておきたいことがいくつかある。ここでは2点について述べてお

1

第1章 保育の基本と
領域「言葉」

学びのポイント ○領域「言葉」を学ぶ目的を知り，子どもの言葉をどう考え，かかわるべきかを考察する。

○保育のあり方や質を考える上で重要な理論である子ども観，学習観を理解する。

○環境による保育，遊びを通した総合的指導など，保育の基礎知識を学ぶ。

○言葉の育ちを促す保育と保育者の役割について，１年間で学ぶ内容を概観する。

＊1 ここでは，広義の保
育のうち，満３歳から就
学前までのすべての子ど
もに保障された幼児教育
を指す。
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きたい。ひとつは，「領域」は，小学校以降の学校教育における「教科」とは異な

るものだということだ。「領域」は，子どもの発達の側面から整理されているのに

対して，「教科」は各教科の知識体系をもとに整理されているものである。また，

こうした両者の違いは，教育（保育）方法の違いとも密接にかかわっている。幼

児教育においては領域の枠にかかわらず，総合的な指導が基本であるのに対して，

教科では，一部合科的に取り扱われることはあるが，それぞれの教科は基本的に

独立している。

幼児期から学童期への接続が強く意識され，接続カリキュラム＊1も検討される
ようになってきているが，保育と小学校教育のそれぞれの教育内容と方法の違い

について理解が十分でないと，領域を短絡的に教科に結びつけてしまい，小学校

への準備教育のような誤りを繰り返すことになりかねないので気をつけたい。

もうひとつは，「領域」が子どもの発達を捉える窓口であるという点である。し

たがって，5つの観点から子どもを捉えることができるが，それぞれの子どもに

よってその発達にはばらつきや偏りがある（図１－１）。このことは，一人ひとり

の子どもの特性に配慮し，尊重することにつながる。誰ひとりとして同じように

育つ子どもはおらず，育つ道筋が異なることを特に留意しておきたい。一人ひと

りの子どもの興味関心や良さを尊重し，その育ちを支え，伸張する保育が強く求

められるようになってきている＊2。

３）子どもの育ちと言葉

本書は領域「言葉」について学ぶことを目的としているが，前述したとおり，

領域は発達の側面を示すものであり，保育は総合的に展開するものである。この

ような観点から言葉について考えると，言葉は子どもの発達や生活のあらゆる面

＊1 接続カリキュラム：
幼児期の学びの特徴を
ふまえ，学童期の学びへ
と無理なく接続するため
のカリキュラム。幼児期
の終わりから小学校入
学までの「アプローチカ
リキュラム」，小学校入学
後の「スタートカリキュラ
ム」がある（第7章p.105
参照）。

＊2 このことは，「保育
の質」の議論とも深くか
かわっている。保育が量
的な充実期を経て，質的
転換期に入った大きな
メルクマールともいえる。
すべての子どもに同じよ
うな保育を提供するとい
ういわば大量生産型の
保育から，個に応じた多
様でていねいな保育への
転換といって良いだろう。

健康

Ａ児

環境

表現 人間関係

言葉

健康

Ｂ児

環境

表現 人間関係

言葉

図１－１　それぞれの子どもの発達の偏り
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第１章　保育の基本と領域「言葉」

とかかわっている。言葉の機能については，次章で詳しく説明されているので，

ここでは子どもと生活をともにする保育の中で子どもの言葉をどのように考え，

かかわっていくかについて押さえておきたい。

ヴィゴツキー＊1によれば，言語は「最初は人々の間でのコミュニケーションの

手段として，次に自己とのコミュニケーションの主要な手段として＊2」精神的な

機能をかたちづくる。また，こうした機能によって子どもの「認知が社会的に共

有され位置づけられる」という。このように子どもの学びを社会的（他者とのか

かわり）な営みとして捉える立場は「社会的構成主義＊3」と呼ばれる。つまり子ど
もの言葉は，最初はおとなや周囲の人との具体的なやりとり（コミュニケーショ

ン）として機能するが，それが子どもの内部に取り込まれて自己内対話（思考や

行動の自己調整）として機能するようになる。ヴィゴツキーは，この外に発せら

れる言葉を「外
がい

言
げん

」，自分に向けられる言葉を「内
ない

言
げん

」と呼び，言葉の発達を「精

神間機能」から「精神内機能」へと進むものと捉えている（図１－２）。そして，

こうした社会的なやりとり（他者とのコミュニケーション）が内化されることに

よって，子どもが生活する社会における認知（物事の捉え方，価値，考え方や感じ

方など）を他者と共有しながら育つという＊4。

これらのことは，保育に大きな手がかりを与えてくれる。つまり，保育の中で

展開する保育者の言葉，子どもとの言葉のやりとりが，子どもの認知－「心」

といっても良い－をつくり，価値観の共有を促すということである（図１－3）。

保育者から発せられる言葉が子どもの心をつくっていくことをふまえて，保育

者自身の言葉に対してセンシティブになってほしい。

＊2 バーク,L.E.,ウィン
スラー ,A，田島信元・田
島啓子・玉置哲淳訳『ヴィ
ゴツキーの新・幼児教育
法』北大路書房，2001，
p.21

＊1 第2章p.17参照。

＊3 社会的構成主義：「世
の中の事物が社会的に
構成されている」と考え
る哲学的な考え方のこと。

＊4 個々の子どもの内言
の発達は，その後の他者
とのコミュニケーション
（外言）に生かされ，さら
に豊かな内言の育ちへと
つながっていく，という
ように往還していく。

➡

外言
（コミュニケーション）

⇋
内言
（思考・行動調整）発達の方向

精神間機能から
精神内機能へ

精神内機能精神間機能

図１―２　保育者などからかけられた言葉がその社会の価値観を伝え，子どもの心をつくっていく
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すなわち就学前から高等学校までの発達や学びを見通して，一貫した資質・能

力の育成がねらいとされ，就学前では3本の柱として「知識及び技能の基礎」「思

考力，判断力，表現力の基礎」「学びに向かう力，人間性等」とされた（図７－１）。

さらに上記「第2章に示すねらい及び内容」＝「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」として具体化されている。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」には，

「健康な心と体」「自立心」「協同性」「道徳心・規範意識の芽生え」「社会生活との

関わり」「思考力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量・図形，文字等へ

の関心・感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」の10項目が示されて

いる（図７－２）。

図７－１　幼児教育において育みたい資質・能力
資料）文部科学省教育課程部会幼児教育部会「幼児教育部会における審議の取りまとめ」（2016）より抜粋

知識・技能の基礎
（遊びや生活の中で、豊かな体験を通じて、何
を感じたり、何に気付いたり、何が分かったり、
何ができるようになるのか）

※下に示す資質・能力は例示であり、
　遊びを通しての総合的な指導を通じて育成される。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力・人間性等

遊びを通しての
総合的な指導

思考力・判断力・表現力等の基礎
(遊びや生活の中で、気付いたこと、できるよ
うになったことなども使いながら、どう考えた
り、試したり、工夫したり、表現したりするか )

学びに向かう力・人間性等
（心情、意欲、態度が育つ中で、
いかによりよい生活を営むか）

・三つの円の中で例示される資質・
能力は、五つの領域の「ねらい及
び内容」及び「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」から、主な
ものを取り出し、便宜的に分けた
ものである。
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・相手の気持ちの受容

・自信

・葛藤、自分への向き合い、折り合い
・話合い、目的の共有、協力
・色・形・音等の美しさや面白さに対する感覚
・自然現象や社会現象への関心　等

・安定した情緒
・好奇心、探究心

・基本的な生活習慣や生活に必要な
技能の獲得

・身体感覚の育成
・規則性、法則性、関連性等の発見
・様々な気付き、発見の喜び
・日常生活に必要な言葉の理解
・多様な動きや芸術表現のための
基礎的な技能の獲得　等

・試行錯誤、工夫
・予想、予測、比較、分類、確認
・他の幼児の考えなどに触れ、
新しい考えを生み出す喜びや楽しさ

・言葉による表現、伝え合い
・振り返り、次への見通し

・自分なりの表現
・表現する喜び  等

第7章　小学校との接続（言葉の育ちを中心に話し言葉から書き言葉へ）
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すなわち就学前から高等学校までの発達や学びを見通して，一貫した資質・能

力の育成がねらいとされ，就学前では3本の柱として「知識及び技能の基礎」「思

考力，判断力，表現力の基礎」「学びに向かう力，人間性等」とされた（図７－１）。

さらに上記「第2章に示すねらい及び内容」＝「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」として具体化されている。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」には，

「健康な心と体」「自立心」「協同性」「道徳心・規範意識の芽生え」「社会生活との

関わり」「思考力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量・図形，文字等へ

の関心・感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」の10項目が示されて

いる（図７－２）。

図７－１　幼児教育において育みたい資質・能力
資料）文部科学省教育課程部会幼児教育部会「幼児教育部会における審議の取りまとめ」（2016）より抜粋
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ものである。
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・色・形・音等の美しさや面白さに対する感覚
・自然現象や社会現象への関心　等

・安定した情緒
・好奇心、探究心

・基本的な生活習慣や生活に必要な
技能の獲得

・身体感覚の育成
・規則性、法則性、関連性等の発見
・様々な気付き、発見の喜び
・日常生活に必要な言葉の理解
・多様な動きや芸術表現のための
基礎的な技能の獲得　等

・試行錯誤、工夫
・予想、予測、比較、分類、確認
・他の幼児の考えなどに触れ、
新しい考えを生み出す喜びや楽しさ
・言葉による表現、伝え合い
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第7章　小学校との接続（言葉の育ちを中心に話し言葉から書き言葉へ）
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0歳のころよく遊ばれる「にんどころ」の“にんどころ”とは，似ているところ
という意味だが，家族のみんなに似ている，みんなに愛されているという気持ち

がこめられた遊びである。さわられるのが嫌な子どもには，人形やぬいぐるみに

して見せることで徐々に楽しむことができるようになる。わざとふれる順番を変

えて「次は？」と期待をもたせるのもおもしろい。＊1

 こ こ は とう ちゃん にん ど こ ろ こ こ は かあ ちゃん にん ど こ ろ

 こ こ は じい ちゃん にん ど こ ろ こ こ は ばあ ちゃん にん ど こ ろ

 こ こ は ねえ ちゃん にん ど こ ろ だ い どー だ い どー
こちょ こちょ こちょ

①�ここは　とうちゃん　にんどころ
右のほほを人差し指で４回さわる

⑥だいどー　だいどー
顔全体を２回なでる

②ここは　かあちゃん　にんどころ
左のほほを人差し指で４回さわる

③ここは　じいちゃん　にんどころ
おでこを４回さわる

④ここは　ばあちゃん　にんどころ
あごを４回さわる

⑤ここは　ねえちゃん　にんどころ
鼻の頭を４回さわる

⑦こちょこちょこちょ
くすぐる

＊1 NPO法人東京都公
立保育園研究会『子ども
に人気のふれあいあそ
び』ひとなる書房，2005，
p.14-15ほか

にんどころ
わらべうた
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２）ふれあい遊び
指導計画の例〈4歳児　ふれあい遊び〉

　 〇月　〇日（　）　 ４歳児　計 20名
実習生氏名 〇〇　〇〇〇 指導担当者名 〇〇　〇〇〇
主な活動 ◦手遊び「パンやさんにおかいもの」をする。

子どもの姿
◦友だちと一緒に遊ぶ中で自分の気持ちを話したり，相手の気持ちを

少しづつ聞こうとする姿が見られるようになっている。

ねらい
◦皆と一緒に歌ったり，触れ合ったりして気持ちを共有することを体

験する。
◦身近な生活の中で使用する言葉を知り，表現することを楽しむ。

内容
◦「パン屋さんにお買い物」に合わせて他児とふれあい遊びとして楽

しむ。
◦友だちとコミュニケーションを取りながら，一緒に手遊びを楽しむ。

準備物
◦ペープサート（導入として使用するので他の手段で行う際は準備し

なくてもよい）
時間 環境構成 予想される子どもの活動 保育者としての援助と留意点

10：00 ◦排泄から戻り，身支度
の整った子どもから実
習生の周りに集まって
くる。

◦全員が揃うまで，他の手遊びや
じゃんけんをするなど子どもの
興味ひきだせるように誘う。

10：05
◦すぐに身支度を済ませ

集まってくる子どもも
いれば，準備に時間の
かかる子どももいる。

◦徐々に集まってくる子どもと触
れ合いながら，準備に時間のか
かっている子どもに焦らなくて
もよいことを伝え，配慮する。

◦ペープ
サート

◦「〇〇〜」「△△〜」と言
いクイズに参加する。

◦「今からクイズをするね」と言っ
て，パンのペープサートを見せ
クイズを行う。

◦「今日は皆とパン屋さんの手遊
びをしたいな。パン屋さんには
どんなパンが売ってるかな」と
問いかけ，今から始まる活動に
期待がもてるようにする。

◦ふれあい
遊び

「パンやさん
におかいも
の」

◦実習生に合わせて手遊
びをする。

◦手遊びをしない子ども
もいる。

◦子どもの状況に合わせて速さを
調整しながら手遊びを行う。

◦無理強いはせず，温かく見守る。

◦実習生の話を聞き，友
だちを探し2人組になっ
て向き合う。

◦「次は2人組でしてみよう」と1
人から2 人で向き合ってするこ
とを伝える。

◦友だちと笑顔で一緒に
ふれあい遊びを楽しむ。

◦子どもだちの中の1人と実習生と
で2人組になり，見本を見せる。

◦クラス全員が2人組になってい
ることを確認してから手遊びを
始める。

身支度に時間がかかって
しまう子どもがいる際は、
他の手遊びやジャンケン
など先に集まった子ども
が飽きないよう配慮する。
同時に時間がかかってい
る子どもにも楽しいこと
が始まることを伝え意識
できるようにする。

手遊びをしていないから
楽しんでいないわけでは
ない。リズムを体で感じ
ている子どももいるので、
見極めが必要。

クラスの中から1人手
伝ってもらい見本を見せ
ることで子どもたちにも
視覚的に伝わりやすい。

2人組になる
ようにする

○…実習生
×…子ども
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２）ふれあい遊び
指導計画の例〈4歳児　ふれあい遊び〉

　 〇月　〇日（　）　 ４歳児　計 20名
実習生氏名 〇〇　〇〇〇 指導担当者名 〇〇　〇〇〇
主な活動 ◦手遊び「パンやさんにおかいもの」をする。

子どもの姿
◦友だちと一緒に遊ぶ中で自分の気持ちを話したり，相手の気持ちを

少しづつ聞こうとする姿が見られるようになっている。

ねらい
◦皆と一緒に歌ったり，触れ合ったりして気持ちを共有することを体

験する。
◦身近な生活の中で使用する言葉を知り，表現することを楽しむ。

内容
◦「パン屋さんにお買い物」に合わせて他児とふれあい遊びとして楽

しむ。
◦友だちとコミュニケーションを取りながら，一緒に手遊びを楽しむ。

準備物
◦ペープサート（導入として使用するので他の手段で行う際は準備し

なくてもよい）
時間 環境構成 予想される子どもの活動 保育者としての援助と留意点

10：00 ◦排泄から戻り，身支度
の整った子どもから実
習生の周りに集まって
くる。

◦全員が揃うまで，他の手遊びや
じゃんけんをするなど子どもの
興味ひきだせるように誘う。

10：05
◦すぐに身支度を済ませ

集まってくる子どもも
いれば，準備に時間の
かかる子どももいる。

◦徐々に集まってくる子どもと触
れ合いながら，準備に時間のか
かっている子どもに焦らなくて
もよいことを伝え，配慮する。

◦ペープ
サート

◦「〇〇〜」「△△〜」と言
いクイズに参加する。

◦「今からクイズをするね」と言っ
て，パンのペープサートを見せ
クイズを行う。

◦「今日は皆とパン屋さんの手遊
びをしたいな。パン屋さんには
どんなパンが売ってるかな」と
問いかけ，今から始まる活動に
期待がもてるようにする。

◦ふれあい
遊び

「パンやさん
におかいも
の」

◦実習生に合わせて手遊
びをする。

◦手遊びをしない子ども
もいる。

◦子どもの状況に合わせて速さを
調整しながら手遊びを行う。

◦無理強いはせず，温かく見守る。

◦実習生の話を聞き，友
だちを探し2 人組になっ
て向き合う。

◦「次は2人組でしてみよう」と1
人から2人で向き合ってするこ
とを伝える。

◦友だちと笑顔で一緒に
ふれあい遊びを楽しむ。

◦子どもだちの中の1人と実習生と
で2人組になり，見本を見せる。

◦クラス全員が 2人組になってい
ることを確認してから手遊びを
始める。

身支度に時間がかかって
しまう子どもがいる際は、
他の手遊びやジャンケン
など先に集まった子ども
が飽きないよう配慮する。
同時に時間がかかってい
る子どもにも楽しいこと
が始まることを伝え意識
できるようにする。

手遊びをしていないから
楽しんでいないわけでは
ない。リズムを体で感じ
ている子どももいるので、
見極めが必要。

クラスの中から1人手
伝ってもらい見本を見せ
ることで子どもたちにも
視覚的に伝わりやすい。

2人組になる
ようにする

○…実習生
×…子ども
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第8章　領域「言葉」における教材研究と指導法1　言葉を楽しむ

◦歌に合わせて他児と向
き合って行う子どもも
いれば，“お互いに向き
合う”ことへの意味が分
からず戸惑う子どもも
いる。

◦子どもだちに分かりやすいよう
に最初はゆっくり行う。サンド
イッチ，メロンパン，ねじりドー
ナツなどの歌詞に合わせて相手
の目や鼻や耳に触れ，1番と2
番で役割を交替する。その際，
子どもの様子を見ながら遊びを
進めていく。

◦実習生の声かけで他の
友だちを探す。

◦「次は他の友だちと2人組になり
ましょう」と子どもだちに伝える。

◦すぐに他の友だちと2人
組になり嬉しそうにし
ている子どももいれば，
特定の友だちと2人組に
なりたい子どももいる。

◦特定の友だちの2人組を好む子
どもは，一緒にしたかったこと
に共感しながらも他にも友だち
がいることを伝えていく。

◦友だちと楽しんで活動
に参加する。

◦慣れてきたら少し速くしたり，お
互いに同時に動作しあうなど変
化をつけて楽しめるようにする。
◦子どもの反応や状況を見なが
ら，満足感が得られるようにす
る。自分たちで考えたパンを
使って遊んでみるのもよい。

◦実習生の周りに集まり
話を聞く。
◦自分の楽しかったこと
を伝え，友だちの話し
も聞く。

◦子どもだち同士がふれあって楽
しんでいた姿を話し，改めて皆
と一緒に遊ぶことの楽しさを分
かち合う。

◦子どもの声に耳を傾け共感し，
「次にやってみようね」など次回
へ期待感をもって活動に参加で
きるようにして終了する。

ゆっくりと大きな身振り
でするようにしていくこ
とで戸惑いがなくなるよ
うに配慮する。

気の合う友だちとずっと
活動を一緒にしたい気持
ちに共感しながらも、ね
らいとは異なるので、2
人組作りに時間を取られ
すぎないようにしていく。

自分の思いをスラスラと
言葉にして伝えることが
難しい子どもも「友だち
と一緒に色々なパンを
作って楽しかったね」な
ど実習生が代弁してあげ
ることで楽しかったこと
を確認できる。日頃から
自分の思いを伝える機会
を設けることが大切。

<パンやさんにおかいもの＞

①�パンパンパンやさんに　おかいもの
2人組で向き合い，リズムよく互いの
手を合わせる

②サンドイッチに
一方が相手の両頬を両手ではさむ

③メロンパン
相手の両目を「あかんべー」する
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３）言葉遊び

日頃からすぐに取り組める言葉遊びの一例を紹介する。これらの活動は，好き

な遊びをしているときや，通園バスの中，午睡の前後など，ちょっとした時間を

使って楽しむと，子どもたちだけでもできるようになる。

言葉遊び〈しりとり〉

主な活動 ◦しりとりをする。

ねらい ◦多くの言葉に触れ，興味関心を持ち，頭文字や末尾の音節に気づく。
◦何度も繰り返しながら，ルールを理解し言葉遊びを楽しむ。

内容 ◦順番にしりとりをし，語彙や言葉の感覚を豊かにする。

環境づくり
◦しりとりに関する絵本を読み，ルールを理解する。
◦日頃から頭文字集め（「あ」から始まる言葉を見つける）を保育の
中に取り入れておく。

遊び方

◦前の人が言った単語の最後の文字から始まる単語を順番に言い合
う。
◦最初は保育者と子どもたちが交互に言い合い，しりとりのルール
を体感する。
◦人数は多くても少なくてもよいが，輪になり行うと子どもたちに
も順番が分かりやすい。

援助の
ポイント

◦しりとりに関してはさまざまなルールがあるが，「ん」で終わらな
いようにすること以外はよしとすれば年少児からでも始めやす
い。（その後1度言った単語は言わないようにするなど，子どもた
ちとルールを作っていくとよい）
◦順番が回ってきても頭に浮かばない子どももいる。「しりとり」に
参加したいという子どもの気持ちを尊重し，保育者がなぞなぞ形
式のように遊び始めると楽しく参加することができる。
◦通園バスの中やバスを待っている時，遠足に行く道中など場所も
選ばすにどこでも始められる。

④ねじりドーナツ
相手の鼻の頭をつまんでねじる

⑤パンのみみ
相手の両耳をひっぱる

⑥チョコパンふたつ　くださいな
手を叩いた後，両手を相手にさし出す



134

３）言葉遊び

日頃からすぐに取り組める言葉遊びの一例を紹介する。これらの活動は，好き

な遊びをしているときや，通園バスの中，午睡の前後など，ちょっとした時間を

使って楽しむと，子どもたちだけでもできるようになる。

言葉遊び〈しりとり〉

主な活動 ◦しりとりをする。

ねらい ◦多くの言葉に触れ，興味関心を持ち，頭文字や末尾の音節に気づく。
◦何度も繰り返しながら，ルールを理解し言葉遊びを楽しむ。

内容 ◦順番にしりとりをし，語彙や言葉の感覚を豊かにする。

環境づくり
◦しりとりに関する絵本を読み，ルールを理解する。
◦日頃から頭文字集め（「あ」から始まる言葉を見つける）を保育の
中に取り入れておく。

遊び方

◦前の人が言った単語の最後の文字から始まる単語を順番に言い合
う。

◦最初は保育者と子どもたちが交互に言い合い，しりとりのルール
を体感する。

◦人数は多くても少なくてもよいが，輪になり行うと子どもたちに
も順番が分かりやすい。

援助の
ポイント

◦しりとりに関してはさまざまなルールがあるが，「ん」で終わらな
いようにすること以外はよしとすれば年少児からでも始めやす
い。（その後1度言った単語は言わないようにするなど，子どもた
ちとルールを作っていくとよい）

◦順番が回ってきても頭に浮かばない子どももいる。「しりとり」に
参加したいという子どもの気持ちを尊重し，保育者がなぞなぞ形
式のように遊び始めると楽しく参加することができる。

◦通園バスの中やバスを待っている時，遠足に行く道中など場所も
選ばすにどこでも始められる。
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相手の鼻の頭をつまんでねじる
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手を叩いた後，両手を相手にさし出す
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※第９章2節〈保育者のかかわり〉の中でも述べたように，おばあさんやかぶの

ように，物語の中にある役としておとなが登場することは，劇遊びをより発展

的に展開させ，子ども達を物語の世界へ引き込む有効な手だてである。また見

えないかぶの葉としたことについて，岡田陽は劇遊びとは想像の遊びであると

述べる。「子どもは身体動作を使って，ごく自然にイメージの外化を行うもの

である。（中略）想像力を触発するために，ちょっとした布切れ一枚をまとった

りすることはあるが，劇遊びには見せるための説明の補助手段は無用である。

基本的に劇遊びは見せるためにやるのではなく，やって楽しむためのものだか

らである。」＊1

おばあさん「抜けないね！おっと，かぶが何か言ってるよ。（おばあさんだけか

ぶに近づき，話を聞くそぶり）痛い！って。あまり痛いことしたら甘くなくなるよっ

て！それは困るね，どうしよう。」

（子どものアイディアを聞く。「周りを掘る」「優しくする」などの口々に意見が出て

くる。）

子ども「水をあげる！」

おばあさん「かぶに聞いてみよう。ちょうどお腹がすいたって言ってるから，

さっき遊んだ川で水を汲んできてくれる？」

（子どもたち，何度も水を汲みかぶに与える動きをする。子どもの中から「美味し

い土をあげたら」という意見が出たので，今度はやわらかくて美味しい土を探してく

るように伝える。）

おばあさん「おお，かぶが喜んどる！と思ったら，今度は悲しくなっとる。（話

を聞くそぶり）こんなに立派に育ったのに名前がなくて悲しい。みんなにつけて

ほしい。いい名前だともっと甘くなりますって。」

（口々に名前のアイディアを言う子もいれば，考えている子もいる。保育者を

囲むように座らせて，話を聞く。近くの友だちと話し合うよう声かけも行う。

考えた名前を1人ずつかぶに伝えにいく。かぶ役の補助保育者は表情やうなづ

きなどで反応する。全員伝え終え，おばあさんがかぶに話を聞きに行く。）

＊１ 岡田陽『子どもの表
現活動』玉川大学出版部，
1994，p.113-116
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指導計画の例〈かるたづくり〉

時間 環境構成 予想される子どもの活動 保育者としての援助と留意点
10：00 ◦実習生の話を聞く。 ◦福笑いや羽子板，かるたなどの

正月遊びを見せ，子どもの興味・
関心が持てるようにする。

◦実習生からの問いかけ
に対して，自分の知っ
ているものや，体験し
たことがあるものを話
す。

◦子どもの発言に耳を傾け，共感
する。また，その中でもかるた
に注目がいくように話をする。

◦活動に対して興味を示
す子どももいれば，そ
うでない子どももいる。

◦今日は自分たちでかるたを作
り，皆で遊ぶことを提案し期待
が持てるようにする。

◦さまざまな種類のかるたを用意
し，子どもたちのイメージが広
がるようにする。

10：05 ◦準備物を用意する。
◦何の文字にしようか友

だちと話している。

◦絵札と読み札を子どもたちと確
認し混乱しないようにする。ま
た，文字は自分の作りたい文字
でよいことや注意点を伝える。

◦かるたづくりをする。
◦すぐに書き始める子ど

ももいれば，何を書い
てよいのかイメージで
きない子どももいる。

◦文字がわからない子どもに対し
て不安を感じないように，あい
うえお表を用意し配慮する。

◦子どものユーモアある考えを
拾っていけるように，見守る。

◦何を書いたらよいか戸惑って
いる子どもには，「何が好き？」

「何の文字書きたい？」など答え
やすい質問をしたり，会話をし
たりしながらイメージが広がり
書けるようにする。

　 〇月　〇日（　）　 ５歳児　〇〇組　26名
実習生氏名 〇〇　〇〇〇 指導担当者名 〇〇　〇〇〇
主な活動 ◦自分たちで考え，かるたを作成して伝承遊びに親しむ。
子どもの姿 ◦お正月プレゼントで園からもらったかるたを家庭や園で行い，かる

た遊びの楽しさを味わっている。読み手をおとながするのではな
く，自分たちで読みあう姿も見られる。

ねらい ◦かるたづくりを通して文字への興味・関心を持つ。
◦感じたことや考えたことを自分なりに表現する。

内容 ◦かるたづくりの中で知らない文字を知ろうとしたり書いたりする。
◦読み札と絵札を自分で考え，イメージを表現する楽しさを味わう。

準備物 ◦画用紙（読み札用と絵札用）※読み札は薄目の色画用紙にするなど，
子どもがわかりやすいようにする。マーカー，クレパス，あいうえ
お表，かるた（数種類）お正月遊び（羽子板，福笑いなど）

質問をする時は，質問ぜ
めにならないようにし，子
どもが答えやすい雰囲気
を作ることが大事。また，
悩んでいる子どもにはア
イデアを出してあげるな
ど援助も必要。

50音全て揃わないとい
けないのではなく，自分
の好きな文字のかるたを
作ることが大切。また
要点を伝えるときはわか
りやすいようにすること。
子どもが考える手がかり
として，自分の名前から
一文字でもよい。

日頃からかるた遊びをし
ていると子どもたちもか
るたを作るには読み札と
絵札が必要であることを
イメージしやすい。

○…実習生
×…子ども
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〈かるた〉 ◦完成した子どももいる。
◦出来上がったかるたを友
だちと見せあっている。

◦早く完成した子どもには，もう
1枚書いてもよいことを伝える。

10：40 ◦出来上がっていない子
は不安そうにしている。

◦まだ出来上がっていない子ども
には個々に声をかけ，好きな時
間に続きをしてよいことを知ら
せる。

◦出来上がったかるたを
一人ひとり紹介する。

◦一人ひとりの思いを大切にし，
自由な発想や表現に共感する。

◦自分で作ったかるたを
嬉しそうに紹介したり，
友だちの作ったかるた
の紹介を聞く。

◦皆の前で自分の考えや作品を言
葉にして発表する機会を設ける
ことで，認められ自信につなが
るようにする。
◦友だちのかるたを聞き，友だち
のよさにも気づいていけるよう
にする。

◦明日のかるた大会を楽
しみにしている。

◦明日皆が作ったかるたでかるた
大会をすることを伝え，期待が
持てるようにする。

制作は個々の時間差が大
きいことから，早く完成
した子どもには手持ち無
沙汰にならないよう，あ
らかじめする活動を決め
ておくとよい。

朝のサークルタイムや帰
りの会などで自分の思
いや意見を伝え合った
り，他者の話も聞くこと
で，互いの思いを伝え合
い，受け止められるよう
になっていく。

絵合わせカードやかるたあそびを楽しむ子どもたち

言葉のリズムが楽しいかるた

保育者が手作りした
絵合わせカード

絵札

読み札

第11章　領域「言葉」における教材研究と指導法４　生活に使って楽しむ


